
































































Ⅲ 1990 年代後半以降の教員養成改革の方向 
１．教養審・第１次答申 
国立教員養成系大学・学部の教員養成課程の入学定員の５千人削計画の発表と同時期の






























































Ⅴ 教養審・第 1 次答申での教育実習やその他の教育体験の位置づけ 











































































 調査の対象は、4 年生と 6 年生の 2 学級に配属された H 大学教員養成学部小学校課程 3
年生（4 年 10、6 年 11 名の計 21 名：内訳男子 12、女子 9 名）である。附属 M 小学校で
の教育実習は 2000 年 9 月 12 日から 10 月 13 日までの 5 週間行われた。最初の 1 週間は
教官の授業参観と指導講和の予備的実習、次の 3 週間が学習指導と生活指導の基本的実習、
最後の 1 週間は評価のための一斉授業の総合的実習と計画されている。この 21 名に実際




表 1 自由記述アンケートに記された心配の分類（全体）     
＊ 毎週 21 名全員が自由記述アンケートを提出してい




























1 授業の経営 24 27 25 16 92
２指導法 8 5 4 1 18
3 子どもへの配慮 6 15 14 5 40
4 授業計画 4 3 3 0 10
5 子どもの関心,技能 1 6 1 1 9
6 自分自身 4 5 2 3 14
7 子ども主体の授業 1 1 4 1 7
合計 48 62 53 27 190
ここでは分類された数の多い「授業の経営」と「子どもへの配慮」の項目を取り上げる。



































































































































































実習前の学部 実習前の学部＋実習 教育実習 実習＋実習後の学部 実習後の学部
図１  体育科指導事項の指導場面 
 
 ここでは、大学の授業科目と教育実習が相互関係を持っていると思われる B 実習前＋実









































 男 体育 10-20 2 運動を苦手とする児童への係り方（指導）について 
Ｈ 大
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